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第 1 回魚沼市地域クラブ活動推進委員会
令和６年度第１回の地域クラブ活動推進委員会を９月

３０日（月）午後７時から魚沼市役所本庁舎で行いました。

市内各団体代表からなる構成で、魚沼市の地域クラブ活動

の取組を進めていきます。

委員会では、市内の各地域クラブの活動状況、今後の予

定等の協議を行うとともに、９月６日に実施した児童・生

徒、保護者、教員対象のアンケート結果の報告と意見交換

等が行われました。

協議では、市からの部活動地域移行の情報発信が十分でないために、児童・生徒や保護者の不

安につながっているとの指摘がありました。この指摘をしっかりと受け止め、広報誌等で部活動

地域移行の背景、情報や今後の取り組み等を分かりやすく伝えてまいります。

なお、会議資料やアンケート結果は、市のホームページに掲載してあります。

地域クラブ活動推進委員のみなさん（敬称略） ※◎：委員長、○；副委員長

※上記の委員以外に、教育委員会、スポーツ協会、文化協会の職員が事務局として、各種連絡調整業

務を行っています。

アンケートに寄せられた声から
○「本来学校が担う部活動をどうして地域や保護者の負担で地域移行しなければならないのか」

→ 学習指導要領では、部活動は「生徒の自主的、自発的な活動により行われる」こととされて

います。大学等では、学生が文字どおり自主的に行う例はありますが、中学校では教育計画に

位置付けられており、事実上、学校の教育活動となっており、その結果、教員の時間外勤務が

生まれる原因のひとつとなっています。諸外国で日本のような部活動を行っている例はまれで

あり、多くは学校とは切り離して地域やスポーツ団体により活動を行っています。

だからと言って、これまで学校が行ってきた部活動を今すぐに地域や保護者の責任で行うこ

とはできません。市としては、引き続き学校、地域指導者、関係団体、児童生徒、保護者等と

調整を図りながら、部活動地域移行がスムーズに進むよう努めてまいります。

○「他の市町村はあまり地域移行をしていないのに、どうして魚沼市は地域移行を急ぐのか」

→ 平成３０年３月に国は部活動地域移行の方針を示しましたが、指導者確保や活動場所等、解

決すべき問題が多くあるために各市町村の取組はあまり進んでいないのが実状です。しかし、

部活動地域移行の理由のひとつである少子化は、魚沼市では特に顕著に進行しています。

令和元年度の部活動数は５３でしたが、魚沼市の部活動地域移行が始まる前年の令和４年度

には４４に減少し、野球、バレーボールは合同チームで大会に参加する学校がありました。そ

の後も部活動数の減少は続いており、学校単位の部活動ではいずれ、団体スポーツの継続がで

№ 役　職　等 氏　　名 備　　考

1 アドバイザー･上村医院院長 　上村　伯人 スポーツドクター

2 エンジョイスポーツクラブ魚沼マネジャー 　星　俊寛 総合型スポーツクラブ

3 魚沼市スポーツ協会会長 ◎松田　光正

4 魚沼市文化協会会長 〇瀧澤　治

5 魚沼市ＰＴＡ連絡協議会会長 　岡部　圭助 小出小PTA会長

6 魚沼市ＰＴＡ連絡協議会副会長 　酒井　直子 堀之内小PTA副会長･堀之内地区母親代表

7 魚沼市スポーツ少年団本部長･魚沼市スポーツ協会事務局長 　八木　勲

8 魚沼市中学校体育連盟会長 　岩田　孝志 堀之内中校長

9 魚沼市中学校体育連盟事務局 　角山　泰章 堀之内中教諭

10 中越吹奏楽連盟事務局員 　高橋　由規 広神中教諭

11 魚沼市教育委員会教育長 　樋口　健一

地域クラブ活動の情報をお知らせします

（小５～中３児童･生徒･保護者及び市内小中学校教職員向け）
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きなくなってしまいます。また、魚沼市では遠方から通勤する教員が多いことや、今の段階で

は他市町村のように部活動地域移行を一括して委託できる団体がないことなどから、早期に部

活動地域移行の動きを進め、中学生が様々な活動に挑戦できる環境を維持する必要があります。

○「会費や子どもの送迎の負担を軽減してほしい」

→ 帰宅後に各活動場所に移動して参加する地域クラブ活動は、様々な面で負担が生じていると

思います。しかし、指導者に対する謝礼等、クラブ運営のためにどうしてもご協力をいただく

必要があります。今年度は、国、県からの補助金と市独自の予算で経費の約８割をまかない、

参加者からは毎月１，０００円の参加費を負担いただき残りの約２割にあてています。また、

就学援助世帯を対象とした支援策も現在検討しています。送迎への支援については、公共交通

機関やスクールバスの活用などを検討中です。参加者や保護者の負担をできるだけ減らすよう

今後も努めてまいります。

学校部活動としての大会参加期限について
魚沼市では、令和７年度中に学校部活動の地域クラブ活動への移行を終えることにしています。

まだ地域移行が進んでいない、あるいは途中の種目についても関係者との協議を進め、令和７年

度中に地域移行を完了し、令和８年度からは学校部活動を終了する予定です。

なお、現在活動している部活動が地域クラブ活動に移行できなかった場合、その種目に参加し

ている生徒は令和８年度の大会には学校部活動として参加し、大会後部活動を終えます。

新規バレーボールクラブの再募集について
前号で、予定していたバレーボールクラブの立ち上げ中止をお知らせしました。しかし、開設

の希望があることと、小学生のアンケートからもバレーボールクラブへの入会希望がありますの

で、現在、バレーボール協会等の関係者と再募集についての協議を行っています。また、男子バ

レーボールクラブの開設希望も寄せられていますので、合わせて検討を行っています。

再募集をする場合は、次号以降のたよりでお知らせします。

10/17(木)スポーツ指導者養成講座のお知らせ
別紙でもご案内しているように日本バスケットボール協会で選手の育成をとおして競技力の向

上を進めている山本明氏の講演会が開催されます。「スポーツ指導者養成講座」とはなっています

が、指導者の視点を知ることは保護者にとっても有益だと思われます。ぜひご参加ください。

日時：１０／１７（木）１８：４５～（開場１８：１５）

会場：小出郷文化会館小ホール

講師：山本明氏（日本バスケットボール協会育成テクニカル推進セレクションシニアマネージャー）

演題：育成世代の指導に対してバスケットボール界で取り組んでいること

～勝利だけが唯一の価値ではない将来を見据えた指導の考え方～

申込：右の２次元バーコードから（別紙案内と同じです） →

部活動地域移行や地域クラブ活動に関するお問い合わせはこちらまで
魚沼市教育委員会事務局学校教育課 指導主事 柳沢 学 〒946-8601 魚沼市小出島９１０番地
Tel:025-793-7452 Fax:025-792-1261 Mail:gakkokyoiku@city.uonuma.lg.jp

※ 右の２次元バーコードからもご質問等をお寄せいただけます。 →

令和６年度 令和７年度 令和９年度

中学校の部活動

地域クラブ活動
中３ 卒業
中２ 中３
中１ 中２ 卒業
小６ 中１ 中３

令和８年度

卒業
中３
中２

学年

地域クラブ化されない種目
は学校として大会参加

学校部活動終了
（新人大会からは地域クラブのみ）

地域移行完了


